
がんと療養と緩和ケア
こころのつらさ

昭和大学横浜市北部病院
がん相談支援センター



緩和ケアってなに？
緩和ケアは
がんと診断されたときから始まります



緩和ケアは
体や心のつらさを和らげます



痛みの治療で麻薬中毒になる
ことはありません



がんによる心のつらさ



落ち込みのチェックリスト



つらさを我慢しないための工夫
①過去に、自分にとって役に立った対処方法を
思い出して実践する
②身近な家族や友人に気持ちを打ち明ける
③正しい情報を集める
④問題に優先順位をつける
⑤自分を責めない
⑥リラックスできるように工夫する
⑦患者会、患者サロンなどに参加する
⑧心のケアの専門家に相談する



つらさが続くときは
専門チームが対応します



これからの過ごし方を
一緒に考えます
あなたはどこで治療やケアを受けたいですか？

□今まで通院・入院している病院
□より専門的ながん治療が受けられる病院
□緩和ケア病棟
□自宅近くの病院・診療所
□自宅
□その他



緩和ケア病棟ってどんなところ？



緩和ケア病棟ってどんなところ？

緩和ケア病棟はつらさを緩和するための病棟です。
つらさがやわらげれば退院することもできます。

＜入院の条件＞
①がんの診断を受けていること
②がんによるつらさがあること
③患者さん自身が入院を希望していること

入院医療費は定額制で健康保険が適応されます。



緩和ケア病棟ってどんなところ？



あなたへの緩和ケア

• 自分らしい過ごし方
あなたが緩和ケアの中心です
• どのような状況であってもできる限り自分らしい生活を続けてい
くために、家族や担当の医師、看護師、薬剤師などの身近な医療
者に自分の気持ちを伝え、どのような治療を受けるのか、どこで
緩和ケアを受けるのかを一緒に選ぶことが大切です。

• 人それぞれ、大切にしたいことは異なります。患者本人が希望す
る生活を実現していくためには、がんの治療を受けているときか
ら、今後のことについて普段から家族とよく話し合っておき、体
のことや治療法についてわからないことは担当の医師に聞いてお
くことも大切です。



ご家族への緩和ケア

緩和ケアは、ご本人だけではなく、家族のつらさも和らげます

がんになると、家族も大きなショックを受けます。家族は、「本人はもっ
とつらいのだから」と気持ちを抑えてしまうことも少なくありません。そ
の一方で、日常生活も維持していく必要があります。そのため、家族も心
のつらさをはじめとしたさまざまな負担を抱えることから、
「第二の患者」といわれることもあります。

• 緩和ケアは患者本人だけでなく、家族に対しても行われます。
家族が、担当の医師や看護師、その他の医療者に自分のつらさや
困りごとを相談しても構いません。
家族が自分自身の気持ちや体をいたわり、生活を大切にすること
は、ご本人を支えることにもつながります。困難な状況で周囲の
力を借りることは大切です。



がん相談支援センターを
ご利用ください。

□がん専門相談員が患者さんや
ご家族のがんに関する様々な質問や
相談にお答えする窓口です。
□昭和大学横浜市北部病院
がん相談支援センター
電話 045-949-7000（代）（内線）7205

対応は、平日9:00～16:00

ご相談は無料です
当院に通院していない方も相談出来ます。
医療従事者からの相談もできます
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